
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「皆様にご協力をお願いします」        
■ 一般家庭では、毎日１人あたり、２００～３００リットルの水道水が使われ

ています。 

■ そのうち最も多く使用されている水はお風呂（40％）で、次いでトイレ、炊

事、洗濯、洗面の順となっています。 

■ 特に夏期は水の使用量が大幅に増加する時期です。生活の中のちょっとした

心がけで、たくさんの水が節約できます。 

 

◆ 節水のポイント 

 ①お風呂のとき 

  ・シャワーはこまめに止める（出しっぱなしにしない）→１分間に 12 リットル 

  ・残り湯を有効に→洗濯、植木の水やり、掃除など 

  ・湯量は必要な分だけ、沸かしすぎない。 

 ②トイレのとき 

  ・大小切り替えレバーを使い分ける。 

  ・必要以上流さない→消音用は使わない、使用後 1回のみ。 

 ③炊事のとき 

  ・流水ではなく、ため洗いを心がける。 

  ・油汚れなどあらかじめ、紙などでふき取る。 

 ④洗濯のとき 

  ・まとめ洗いをする。 

  ・洗剤は適量を使い、残り湯を使う場合はなるべく温かいうち→洗浄力が増す。 

 ⑤洗面所では 

  ・歯みがきのとき水を出しっぱなしにしないなど、こまめに止める。 

  ・口をすすぐときはコップを、洗顔は洗面器を使う。 

  ⑥洗車や庭の水やりのとき 

   ・バケツやじょうろを活用。 


